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ん
と
な
り
ま
し
た
。
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ま
だ
、
一
二
分
の
一
の
人
が
家

う

と

は

ι

‘

の
人
と
話
し
合
い
を
し
て
い
な

い
よ
う
で
す
。
被
害
を
最
小
限

に
す
る
た
め
に
も
、
な
る
べ
く

'
'
A

』

あ

早
く
家
の
人
と
話
し
合
っ
て
く

だ
さ
い
ね
。

防災対策について
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はい
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61た 89食1106窓い
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災
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懐
中
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リ たし一
」 ι 「の避ッ
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い
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③
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③
木
梨
憲
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・7
人
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A

げんし勺かく

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
人
間
失
格
」

や
「
金
田
一
少
年
の
事
件
簿
」
な

ど
で
活
躍
し
、
人
気
急
上
昇
の

キ

ン

キ

キ

マ

ズ

ど

う

K

・In
k--

K
i
d
s
の
堂

本
剛
さ
ん
が
人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
に
な
り
ま
し
た
。

二
位
は
所
ジ
ョ

ー
ジ
さ
ん
、

三
位
に
は
と
も
さ
か
り
え
さ
ん

カt
入日
っ
て

てジい(
いユ九:ま女う
まニ位いす性t
す ア 以ぃ 。で
。の下合 ト
メに ツ

ンは プ
パ シ ) 

l ヤ

が ニ
続:1 
いズ

好守
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E開
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あ
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ま
し
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①
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②
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パ
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③
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カ
ロ
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グ
ラ
タ
ン
・
:
お
人

④
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⑤
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チ
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⑤
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⑦
フ
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ー
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③
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⑨
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パ
ゲ
テ
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:
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⑩
む
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み
ん
な
が
大
好
き
な
カ
レ
ー

が
一
位
に
な
り
ま
し
た
。
ご
飯

t
A
い

が
四
位
に
入
っ
て
い
る
の
が
、

ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
で
す
。

守

コ

ユ
ニ
セ
フ
募
金
活
動
に
参
加
し
て藤

原

ま活:
ざ動f私:
まやは
な交i先f
こ流L日12

と会?l二
を i己て士
学2参l.b

び五0.'ラ
詳しの
し ず 主 主 t

九五釜;
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環1

にや
{主す横i例2
む内Zえ
外ののば
国?小三
人上・ 募ほ

し参:の 中3金:
た 加か子二学?活士
。し供f生t動f

日υてた 、に
ごいち日に神2
ろまも本Y田k

~ ...... _. ~ 

量 かな日本の役編についてる えさせられました

とと持むう か
だててなら
と も る 関;:
思t良tこわこ
いいとりの
まこはカまよ
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途とり人Eたしに々Eち
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0 のビ l水Iペー人百
いタブ塩fニ土が
ずミ四υ¥"シ Y栄f
れン本日袋1リ 養i
か Aェ 、、ンそ不純

がカ注2栄t五ごう足?
買かプ射t養iびでで

そ
の
ほ
か
に
ス
ト
リ

ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
、
い
わ
ゆ
る

寸

ご

も

ん

た

い

a
e

捨
て
子
の
問
題
に
つ
い
て
も
学

-
h
t

い
え

び
ま
し
た
。
身
寄
り
も
家
も
な

か
れ
じ
ふ
ん
は
た
リ

い
彼
ら
は
、
自
分
で
働
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
し
、
学
校
へ
行

く
こ
と
な
ど
は
問
題
外
で
す
。
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A
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a

i

ド

人
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は
だ
れ
で
も
幸
せ
に
な

け

え

り

か

h

る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
彼
ら
だ

っ
て
例
卯
で
は
あ
り
ま
せ
ん
o

m釦
か
な
底
、
即
日
仇
に
ハ
佐
む
駅
だ

い
町
ど

h

仁

ど

ち
は
、
も
う
一
度
立
ち
止
ま
っ

か

え

ゆ

つ

よ

う

て
振
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っ
て
み
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必
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あ

る
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後ごで
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日にし
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落
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。

とうじ
H
7
L
q

っ
か
毛
、
，
、
う
か
A

れ'A-

当
時
平
塚
は
、航
空
関
連
工
業

じ
ゅ
a
q

ょ
う
ら
て
，
A

か
い
ぐ
ん
へ
し

の
重
要
地
点
で
あ
り
、
海
軍
兵

器
山
中
執
や
航
空
扮
保
院
黙
の
除

隙
が
般
的
し
て
お
り
、
際
目
的
i

t
ニ
す
か
ゆ
り
つ
ぬ
む
t

横
須
賀

1
平
塚
を
結
ぶ
、
神
奈

がれけ
A

L

ゅ主うニう
saA3
さ
ん
か
'
と
し

川
県
の
主
要
工
業
三
角
都
市
の

空
襲

内?.目t火か のひ
に標1薬?現1対(;と
はの廠3在t象1つ
平3ひの のにで

平;:和れと跡f総1なあ
和れのつ地、合iつつ
のモでで公iたた
大(iニしあ園fのた
切1ユたりはでめ
さメ。、、す

をン公i空i海町 。
訴ト園f襲5軍:

え も
続3あ
けり
て、

し=

ま
す

、品サ
，、

p
v

、、2
P
町、E

P
町、2

P
町、E

R
町、EPR

 
、2PR
 

、E
P
町、2

P
町、2

P
町、EE‘、

。
、E
P
町、EPR

 
、g
p
町、2

P

旬、、E
P
更、E

P
町、E

P
町、g

p
吃、E

M
ι
r、
一、“J

R

P

旬、、gz・、、E
p
v

、、2
p
v

、、E
P
R
 。

治

ケ
ッ
ト
ボ
1
ル
フ
ェ
ス
テ
イ

‘・d

HV勺

W
パ
ル
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

。

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
チ

l

i

!

'

 

約

ム
に
U

ん
っ
て
い
る
子
供
た
J
J

O
に
よ
る
ミ
ニ
ゲ

i
ム
や
、
中

、司，、

，1
、

--うニうせ
A
ぱ
a

舗

U
A
L
-

崎

学

・
高
校
選
抜
の
選
手
に
よ

ザ
川
島

t
a
m
-

ゅう

制

る
試
合
、

.優
秀
選
手
の
表
彰

。

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ス

焔

リ
1
ポ
イ
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、
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、
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の
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。
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を
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介
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・
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い
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寄
え
る
こ
と
だ

E
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と
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ま
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。

同

こ
れ
か
ら
も
、
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'
日
十

が
町
よ
令
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J

か
の
学
校
の
人
と
チ

/

，、

ト

1
ム
を
組
ん
だ
り
、

ユ
交
流
で
き
る
こ
の
フ

シスイナr

・
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、

とつ エ
思tとス
い続三テ
まけイ
すてパ
。ほ Jレ
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釈
し
い
影
即
応
を

び
ピ
市
勺
か
'
A

3
R
-

み
な
さ
ん
は
、
美
術
館
に
は

l
出
世
引

一

か

ね

は

ら

s-

日
広

一お
金
を
払
わ
な
く
て
は
入
れ
な

尚

一い
と
駅
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
で

こ

一も
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一

ぴ
じ
ゅ
今
か

A

L

一
美
術
館
に
は

い
ろ
い
ろ
な
施

一
せ

っ

て

λ

じ

一
設
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
展
示

一

き
か
〈
て
人

一
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
企
画
展
な

、
ど
は
チ
ケ
ッ

ト
を
買
わ
な
く
て

一は
入
れ
ま
せ
ん
が
、
市
民
ア

l

一ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
図
書
コ

1
ナ

一
i
、
情
報
コ
ー
ナ
ー
な
ど
は
無

一料
で
入
れ
る
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で
す
。
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た
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コ
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A
7
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し
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ま
た
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ロ
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の示じくた
不ゅし り
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なるこ
人2銅fと

小

高

愛

子

占
山
子
で
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が分
書かか
いる
てよ
あう
つに
た

と
で

公
に

た
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に
は
何
か
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部ぺ学行*j ~ ま見1 は る
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に
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し館11い
て内tろ
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だ
き
ま

し
た
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た
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がだ
入日ん

る 私5
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まく
しは

「
す
ご
い
な
あ
」

た。
で
も
、
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